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第 6 章ではマグネシウム合金の精密鍛造を目指し、材料特性を利用した温間鍛造法を提案している。第 5 章で得ら
れた摩擦試験結果をもとに有限要素解析、鍛造加工実験を行い、加工荷重を約 25%低減できることを示し、提案され
た加工法の有用性を確認している。
以上の研究成果は、塑性加工における無潤滑化をはじめとする環境対応型加工を実現するにあたり、有益な基礎研
究成果であり、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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